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研究分野 
自己診断可能システムの構成および応用に関すること 
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研究概要 

①大規模ネットワーク向けのグラフ構造を持つシステムの高信頼化 ②群れロボットシステムの高信頼化

③公開鍵暗号システムの認証局の高信頼化 ④最小被覆問題の近似解法の考案

研究シーズ、テーマの内容 

自己診断可能システムの自律分散システムへの応用 

自己診断可能システムの一つとして独立かつ局所的に診断可能な highly  structured 自己診断可能システ

ムが知られています。本研究室では相互検査が無い場合や常に相互検査を行う場合についての highly

structured 自己診断可能システムの再帰的構成法やその初期システムの条件について研究を行っていま

す。例えば、下の図(a)，(b) は、核となる初期システムに３つ以上のユニットを追加してゆくことが可能な相互

検査が無い場合の最適（検査数最小）な highly structured 自己診断可能システムの構成法を表しています。
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技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ 

(技術応用分野) 

コンピューターネットワークシステムや群れロボットシ

ステムに代表される大規模自律分散システムの高信

頼化。

自己診断可能システムの実社会での応用に興味が

あります。 
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